
　木柑子
き こ う じ

集落の南西、菊池川を見下ろす花房台地の北端に「フタツカさん」と呼ばれて

いる前方後円墳がある。全長４３ｍ、後円部径１３ｍ、高さ１５ｍ、内部は横穴石室である

が盗掘のため崩れ、そこに石人（県指定・考古資料）が立てられている。

　平成１０年度の発掘調査で、古墳の周濠内や付近から石製の蓋
きぬがさ

や太刀
た ち

の鍔
つば

などが出

土している。また、平成９年、本古墳の西方約３００ｍに所在する木柑子高塚古墳からは

県の発掘調査により４体の石人が出土しており、これらの遺物（石製品や土器）から、２

つの古墳は６世紀前半に築造されたもので、菊池川中・下流域の古墳や筑紫の古墳文

化と共通点が多いことが指摘されている。

　なお、この木柑子古墳から木柑子集落に通じる崖面には多数の横穴墓が確認されて

いるが、比較的柔らかい凝灰岩層であるため、風化が進み崩壊しているものが多い。
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指定日　昭和４１年４月１５日

所在地　菊池市木柑子


